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生活者ネットワークの議員は、交代制。
議員を職業化、特権化せず、世代交代を進めることで参加の層を
広げます。任期を終えた議員は、市民政治を広げるための活動や

地域活動などに、その経験を活かします。
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地域ネット

清瀬ネット
生活のお困りごとご相談ください（毎月第3 日曜
日）
12月21日（日）14：00 ～ 16：00　清瀬・生活者
ネットワーク事務所（清瀬駅／清瀬市元町 1-7-
21クルトーア 201）　家計相談員が対応　無
料・秘密厳守　介護のご相談もどうぞ　042-
494-8720

練馬ネット
「戦争はしない・原発はいらない」９条スタン
ディング（毎月9日）
2026 年 1月9日（金）12：00 ～ 13：00　練馬駅
南口（西武池袋線、都営大江戸線）　主催：生活
者ネット9 条の会　03-3993-4899

葛飾ネット
なんでも相談会（毎月10日）
1月10日（土）10：00 ～ 12：00　葛飾・生活者
ネットワーク事務所（京成高砂駅／葛飾区高砂
8-21-1）　暮らしのお困りごと、福祉や介護、医
療のちょっと聞きたいこと。議会のことも　03-
5876-4757

中野ネット
「包括的性教育をはじめる前に読む本」（池田

賢市著）輪読会第７回
1月16日（金）10：30 ～ 12：00　中野・生活者
ネットワーク細野かよこ事務所（中野駅北口 12
分／中野駅からバス「大新横丁」／中野区野方
1-44-2 飯田ビル 102）　主催：運動グループ地
域協議会　03-5942-6793

都政情報
■都議会第四回定例会：12月2日～ 17日。９日：
代表質問、10日：一般質問、11日～ 15日：常
任委員会。

高
齢
者
支
援
の
総
合
相
談
窓

口
が
あ
る
、
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
の
実
態
調
査
か
ら

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
実
態

調
査
で
は
、
8
0
5
0
問
題
、
一
人

暮
ら
し
、
見
守
り
を
必
要
と
す
る
人
な

ど
、
多
様
な
相
談
が
増
加
し
、
複
雑
化

し
た
課
題
に
対
応
す
る
た
め
の
専
門

職
や
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
人
材
確
保

が
課
題
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か

り
ま
す
。困
り
ご
と
が
あ
っ
て
も
相
談

に
出
向
い
て
行
け
な
い
人
に
対
し
て
、

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
の
相
談
体
制
を
充
実

さ
せ
る
こ
と
も
必
要
で
あ
り
、
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
機
能
の
充
実
・
強

化
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

自
治
体
へ
の
調
査
か
ら
、自
治

体
ご
と
の
課
題
も
明
ら
か
に

　

自
治
体
ご
と
に
違
い
が
あ
る
「
介
護

保
険
料
」
で
す
が
、
制
度
開
始
か
ら
平

均
で
２
倍
以
上
に
な
っ
て
い
ま
す
。所

得
に
応
じ
た
保
険
料
で
す
が
、
低
所
得

の
人
ほ
ど
負
担
割
合
が
高
い
こ
と
が

明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
介
護
認
定
調
査
で
は
、
委
員
構

成
や
運
営
な
ど
が
自
治
体
に
よ
り
ば
ら

つ
き
が
あ
る
こ
と
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
介

護
の
利
用
控
え
な
ど
で
介
護
保
険
運
営

の
た
め
の
基
金
は
、残
高
が
増
え
て
い
る

自
治
体
が
多
い
こ
と
も
分
か
り
ま
し
た
。

「
介
護
の
社
会
化
」を
後
退
さ
せ

な
い
た
め
に
、考
え
た
い
こ
と

　

今
回
の
調
査
を
通
じ
て
実
感
す
る

こ
と
、
そ
れ
は
▼
介
護
離
職
や
介
護
難

民
が
増
え
る
の
で
は
な
い
か
▼
地
域

で
サ
ー
ビ
ス
に
差
が
で
る
の
で
は
な

い
か
▼
制
度
の
本
旨
で
あ
る
「
介
護
の

社
会
化
」
に
逆
行
す
る
の
で
は
な
い

か
—
と
い
っ
た
不
安
、
疑
念
で
し
た
。

多
角
的
な
視
点
か
ら
取
り
組
ん
だ
調

査
か
ら
、
制
度
の
抜
本
的
な
立
て
直
し

が
今
こ
そ
必
要
で
あ
り
、
タ
ー
ニ
ン
グ

ポ
イ
ン
ト
に
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。

　

2
0
2
7
年
の
制
度
改
定
に
向
け
、

国
で
は
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
利
用
者

の
負
担
割
合
の
見
直
し
や
、
ケ
ア
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
料
金
の
利
用
者
負
担
導
入
、

「
要
介
護
認
定
１
・
２
」
の
サ
ー
ビ
ス
を

自
治
体
の
地
域
支
援
事
業
に
移
行
す

る
こ
と
な
ど
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

地
域
で
暮
ら
す
私
た
ち
市
民
が
安

心
し
て
高
齢
期
を
迎
え
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
社
会
保
障
で
あ
る
介
護
保

険
制
度
は
、
誰
も
が
必
要
な
時
に
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
で
き
る
制
度
で
あ
る
べ

き
で
す
。

　

調
査
か
ら
見
え
た
さ
ま
ざ
ま
な
課

題
を
地
域
か
ら
提
起
し
、
介
護
保
険
制

度
を
市
民
の
も
の
に
す

る
活
動
を
続
け
て
い
き

ま
す
。

　

東
京
・
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、

認
定
N
P
O
法
人
市
民
シ
ン
ク
タ
ン

ク
ひ
と
・
ま
ち
社
が
行
う
、
自
治
体
や

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
介
護
サ
ー

ビ
ス
利
用
者
へ
の
「
介
護
保
険
・
介
護

予
防
に
関
す
る
調
査
」に
合
わ
せ
、「
訪

問
介
護
事
業
所
の
運
営
に
関
す
る
実

態
調
査
」に
取
り
組
み
ま
し
た
。

訪
問
介
護
事
業
所
・
介
護
サ
ー

ビ
ス
利
用
者
の
調
査
か
ら

　

訪
問
介
護
事
業
所
は
、
介
護
従
事
者

の
人
材
不
足
と
高
齢
化
に
よ
り
運
営

が
厳
し
い
状
況
に
あ
る
中
で
、
今
回
の

基
本
報
酬
の
引
き
下
げ
が
、
さ
ら
に
追

い
打
ち
を
か
け
て
い
る
こ
と
が
明
ら

か
に
な
り
ま
し
た
。人
手
が
な
く
、
ケ

ア
依
頼
を
断
る
事
業
所
は
約
８
割
で

す
。

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
は
、
一
人
暮

ら
し
や
高
齢
者
の
み
の
世
帯
が
7
割

を
占
め
、
買
い
物
や
掃
除
な
ど
、
生
活

援
助
の
ニ
ー
ズ
は
高
い
も
の
の
、
対
応

す
る
事
業
者
に
と
っ
て
は
生
活
援
助

の
報
酬
が
低
い
た
め
、
運
営
が
厳
し
い

状
況
で
す
。「
制
度
が
あ
っ
て
も
サ
ー

ビ
ス
な
し
」
と
い
う
事
態
が
拡
が
り
つ

つ
あ
り
ま
す
。

　

２
０
２
４
年
の
介
護
保
険
制
度
改

定
で
、
訪
問
介
護
の
基
本
報
酬
が
引

き
下
げ
に
な
り
、
介
護
事
業
者
の
倒
産

件
数
は
86
件
と
過
去
最
多
に
な
り
、

2
0
2
5
年
の
上
半
期
で
は
す
で
に

45
件
の
事
業
所
が
廃
業
に
追
い
込
ま

れ
て
い
ま
す
。

「
介
護
保
険
制
度
」施
行
か
ら
25
年

介
護
保
険
・
介
護
予
防
に
関
す
る
調
査
か
ら
見
え
て
き
た
こ
と

　
介
護
保
険
制
度
は
3
年
に
一
度
、
保
険
料
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
な
ど
の
見
直
し
が
あ
り
ま
す
が
、
25
年
を
経
過
し
た
制
度
の
在
り
よ
う
は
大
き

く
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。高
齢
に
な
っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
は
ず
の
制
度
は
、危
機
的
な
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

介護保険・介護予防に関する調査報告会
での質疑応答。左から、市民シンクタンク
ひと・まち社代表理事の工藤春代さん、府
中市議の奥村さち子、元淑徳大学コミュ
ニティ政策学部教授の鏡諭さん、コー
ディネーターをつとめた早稲田大学名誉
教授の坪郷實さん

介護保険・介護予防に関す
る調査報告会の参加者ら。
2025年10月10日、都庁議
会棟会議室

府
中
・
生
活
者
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
市
議
会
議
員

　

奥
村
さ
ち
子

東京商工リサーチ調べ 「介護保険・介護予防に関する調査報告書　調査機関2024年7月～ 10月」（発行・編集：認定非営利活動
法人市民シンクタンクひと・まち社）より
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編集後記／水俣病は、熊本県水俣湾周辺の化学工場から海や河川に排出された有機水銀により汚染された海産物を住民が長期にわたり
食したことで発生した、有機水銀による公害病だ。公害の原点、環境汚染の象徴とされる、今なお終わらない水俣病が、近・現代の政治・
経済・産業界に、あまねく人間社会に問うもの、それらを「水俣展」というかたちで語り継いできたのが認定 NPO 法人「水俣フォーラム」
の活動だ。2026 年は水俣病公式確認から 70 年の節目となることから、26 年 11 月：東京 ･ 渋谷ヒカリエホールを会場に水俣展が開催さ
れる運びとなった。これに先駆ける「水俣病 70 年 環東京講演会」が、26 年 1 月 24 日～ 3 月 14 日の毎週土曜日、連続開催される。会
場は横浜、町田、さいたま、立川、松戸、川越、府中、船橋の各市域で、各回映画上映と多彩な講師による講演会がもたれるとのこと。
私も可能な日程で参加したいと思う。詳しくは、水俣フォーラム HP 等でご確認ください。（加藤）

都議会決算委員会質疑より
東京・生活者ネットワーク都議会議員

岩永やす代［国分寺市・国立市］

東大に盗まれた遺骨を取り戻す―アイヌ民族・琉球民族―
12月13日（土）18：20 ～　全水道会館 5 階中会議室（水道橋駅東口）　発言：松島泰勝（龍
谷大学教授）、さいとう・まの（東京大学遺骨返還プロジェクト）、上村英明（衆議院議員）　500
円　琉球人遺骨返還を求める会 / 関東　090-3910-4140

原発いらない金曜行動
12月26日( 金 )18：30 ～　首相官邸前 ( 国会議事堂前駅 )　実行委員会　03-3238-9035

辺野古新基地建設工事止めろ スタンディング
2026 年 1月3日（土）11：00 ～ 12：00　新宿駅南口前　沖縄・一坪反戦地主会関東ブロック
090-3910-4140

　

10
月
9
日
に
都
議
会
第
3
回
定
例
会

が
閉
会
し
、
翌
日
か
ら
決
算
委
員
会
が

始
ま
り
ま
し
た
。

　

都
議
会
で
は
第
3
回
定
例
会
と
第
4

回
定
例
会
の
間
に
決
算
委
員
会
、
所
属

す
る
常
任
委
員
会
の
事
務
事
業
質
疑
、

各
局
予
算
要
求
な
ど
次
年
度
予
算
に
む

け
た
審
議
が
集
中
し
て
行
わ
れ
ま
す
。

岩
永
や
す
代
は
決
算
委
員
会
の
第
三
分

科
会
に
所
属
し
、
環
境
、
都
市
計
画
、
建

設
、住
宅
施
策
、雇
用
、産
業
、農
林
業
な

ど
の
テ
ー
マ
で
質
疑
し
ま
し
た
。

乱
立
す
る
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
対
策

を
急
げ
！

　

デ
ジ
タ
ル
化
の
進
展
に
伴
い
、
デ
ー

タ
セ
ン
タ
ー
は
必
要
な
社
会
イ
ン
フ
ラ

で
す
が
、
建
設
計
画
で
は
様
々
な
問
題

も
起
き
て
い
ま
す
。

　

昭
島
G
L
P
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
年

間
の
C
O
2

排
出
量
が
昭
島
市
の
地
球

温
暖
化
対
策
実
行
計
画
目
標
を
大
幅
に

上
回
る
計
画
に
な
っ
て
い
ま
す
。
C
O
2

排
出
量
と
電
力
消
費
量
、
排
熱
は
地
球

温
暖
化
対
策
に
直
結
す
る
事
項
で
あ

り
、
東
京
都
全
体
か
ら
見
て
も
看
過
で

き
な
い
数
値
で
す
。

　

デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
設
置
に
あ
た
っ
て

は
、
国
も
都
も
再
エ
ネ
・
省
エ
ネ
に
努
め

る
方
針
を
あ
げ
て
は
い
ま
す

が
、
義
務
化
は
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。こ
こ
数
年
で
都
内
で
は

昭
島
市
の
他
に
も
江
東
区
、

日
野
市
、多
摩
市
、小
平
市
な

ど
を
予
定
地
に
複
数
の
デ
ー

タ
セ
ン
タ
ー
建
設
が
計
画
さ

れ
て
お
り
、
具
体
的
な
規
制

な
ど
の
対
策
が
急
務
で
す
。

　

再
エ
ネ
1
0
0
％
を
含
め

た
C
O
2

排
出
実
質
ゼ
ロ
、排

熱
に
よ
る
地
域
の
ヒ
ー
ト
ア

イ
ラ
ン
ド
対
策
を
都
と
し
て

講
じ
る
こ
と
と
、
十
分
な
住

練
馬
・
生
活
者
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
区
議
会
議
員

山
﨑
ま
り
も

　

日
本
の
学
校
で
は

性
教
育
が
後
回
し
に

さ
れ
、子
ど
も
た
ち
は

性
に
関
す
る
正
し
い
知
識
に
触
れ
る

機
会
を
奪
わ
れ
て
き
ま
し
た
。性
的

合
意
や
性
暴
力
の
防
止
、
月
経
や
妊

娠
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
、
避
妊
の
知
識
な

ど
、子
ど
も
・
若
者
が
備
え
て
お
く
べ

き
重
要
な
学
び
が
十
分
に
扱
わ
れ
て

い
な
い
現
状
を
一
日
も
早
く
解
消
し

よ
う
と
、
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、

性
と
生
殖
に
関
し
科
学
的
な
知
識
を

学
ぶ
包
括
的
性
教
育
の
必
要
性
を
提

起
し
て
き
ま
し
た
。

子
ど
も
を
性
暴
力
か
ら
守
る
―
―

練
馬
区
の
実
践
か
ら

　

こ
う
し
た
中
、
練
馬
区
で
は

2
0
2
5
年
度
よ
り
全
区
立
中
学
校

の
2
学
年
で
年
1
回
、
助
産
師
に
よ

る
包
括
的
性
教
育
の
授
業
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。文
部
科
学
省
に
よ
る
、
い

わ
ゆ
る
「
は
ど
め
規
定
」
と
さ
れ
る

「
受
精
に
至
る
経
過
」「
妊
娠
の
過
程
」

に
も
言
及
す
る
内
容
で
授
業
が
行
わ

れ
ま
す
。

　

練
馬
区
が
こ
の
包
括
的
な
性
教
育

に
舵
を
切
っ
た
背
景
に
は
、

2
0
2
1
年
に
教
員
に
よ
る
盗
撮
事

案
、
2
0
2
2
年
に
強
制
わ
い
せ
つ

事
案
が
発
生
。そ
し
て
2
0
2
3
年
に

中
学
校
校
長
が
準
強
姦
罪
を
犯
し
て

い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
、
し
か
も

そ
の
際
の
動
画
も
所
持
し
て
お
り
、児

童
ポ
ル
ノ
禁
止
法
違
反
で
逮
捕
さ
れ

る
と
い
う
重
大
な
事
件
が
あ
り
ま
す
。

　

教
員
に
よ
る
性
暴
力
事
件
が
続
い

た
こ
と
で
、
練
馬
区
教
育
委
員
会
は

「
練
馬
区
児
童
生
徒
へ
の
性
暴
力
等

防
止
特
別
対
策
委
員
会
」
を
設
置
。

「
性
暴
力
の
な
い
学
校
」
を
実
現
す
る

た
め
の
方
策
の
検
討
を
委
員
会
に
依

頼
し
ま
し
た
。委
員
会
で
は
、
課
題
と

し
て「
対
策
の
制
度
が
で
き
て
も
、
そ

の
運
用
が
、『
人
権
』
に
基
づ
い
て
行

わ
れ
な
け
れ
ば
、『
児
童
生
徒
を
性

暴
力
か
ら
守
る
』
と
い
う
理
念
が
理

念
で
終
わ
り
、
実
際
の
児
童
生
徒
を

守
る
こ
と
に
は
つ
な
が
ら
な
い
」
と

提
言
を
ま
と
め
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
区
教
育
委
員
会
は

「
児
童
生
徒
へ
の
性
暴
力
等
を
防
止
す

る
た
め
の
対
策
方
針
」を
策
定
し
ま
し

た
。そ
の
第
一
の
柱
が
「
人
権
を
基

盤
と
し
た
教
育
・
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

作
成
と
継
続
的
な
実
施
」で
す
。

デ
ジ
タ
ル
ネ
イ
テ
ィ
ブ
の
子
ど
も
・

若
者
の
学
び
の
場
づ
く
り
を

　

教
育
・
研
修
を
担
う
助
産
師
か
ら

は
、「
多
く
の
生
徒
が
必
要
性
を
感

じ
て
く
れ
て
い
る
」。さ
ら
に「
包
括
的

な
性
教
育
を
行
な
っ
て
い
く
に
は
、教

科
を
超
え
て
、
人
権
や
人
と
の
関
係

な
ど
を
伝
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
、

年
に
一
度
で
は
時
間
が
足
り
な
い
」。

ま
た「
教
職
員
が
、
学
生
時
代
に
性
教

育
を
学
ん
で
い
な
い
状
況
で
教
員
に

な
っ
て
い
る
た
め
、教
員
と
保
護
者
に

向
け
て
の
講
座
の
予
算
化
も
必
要

だ
」な
ど
の
声
も
届
い
て
い
ま
す
。

　

重
大
な
事
案
か
ら
性
暴
力
の
根
絶

の
た
め
に
出
さ
れ
た
練
馬
区
の
対
策

方
針
と
実
践
で
す
が
、
今
こ
そ「
子
ど

も
の
最
善
の
利
益
を
保
障
す
る
」
た

め
に
、
自
治
体
間
で
直
ち
に
共
有
し
、

次
の
性
暴
力
が
起
こ
る
前
に
各
自
治

体
で
取
り
組
ん
で
い
く
べ
き
で
す
。

来
る
学
習
指
導
要
領
改
訂
が
視
野
に

入
る
今
こ
そ
、
包
括
的
性
教
育
の
必

然
を
働
き
か
け
て
い
き
ま
す
。

性
教
育
は
人
権
教
育
　
学
習
指
導
要
領

改
訂
に
む
け
て「
は
ど
め
規
定
」の
撤
廃
を

▲東京・生活者ネットワークが主催した政策ワーク
ショップに参加、子どもの権利をテーマに発言する
山﨑まりも（中央）

▲男女共同参画情報紙「MOVE」（発行：練馬区総
務部人権・男女共同参画課）より

　11月2日告示、9日投票で行われた葛飾区議会議員選挙で、
葛飾・生活者ネットワークの現職・沼田たか子は、2087票を
得て、2期目の議席を確保しました。今回の区議選は、定数40
のところに65人が立候補する大激戦でした。
●今回は新たに国政政党が候補者を擁立、現職５人が落選す
る大変厳しい選挙でしたが、２期目の議席につなげることが
できました。この結果を受けとめ、次の４年は地域にしっかり
根を張る活動をすすめていきます。　　  

葛飾・生活者ネットワーク代表　渋谷恵美子

葛飾区議選
沼田たか子 2期目当選

●地域の声に耳を傾け、介護・医療・福祉をさらに充実。安心して暮らせる葛飾を実現
します。沼田たか子

葛飾区議会議員選挙　2025年11月9日投票
沼田貴子　現　2087票　38 位　当選
定数 40　立候補者 65　投票率 40.35%

民
説
明
と
合
意
形
成
の
具
体
的
な
し
く

み
づ
く
り
を
早
急
に
行
う
よ
う
求
め
ま

し
た
。

都
立
公
園
に
も
っ
と
プ
レ
ー
パ
ー

ク
を
広
げ
よ
う

　

子
ど
も
た
ち
が
体
を
動
か
し
て
思

い
っ
き
り
外
遊
び
が
で
き
る
場
を
増
や

し
て
欲
し
い
と
い
う
声
を
、
都
内
で
も
多

く
聞
い
て
き
ま
し
た
。都
立
公
園
で
は
現

在
、
12
の
公
園
で
プ
レ
ー
パ
ー
ク
が
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
実
施
公
園
を
増
や
し

た
り
、
運
営
団
体
が
用
具
を
置
く
ス
ペ
ー

ス
を
確
保
す
る
な
ど
、
都
立
公
園
で
の
プ

レ
ー
パ
ー
ク
の
拡
充
に
む
け
都
立
公
園

と
の
さ
ら
な
る
連
携
を
要
望
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
が
自
ら
遊
び
育
つ
環
境
づ
く

り
を
サ
ポ
ー
ト
し
、遊
び
を
豊
か
に
す
る

プ
レ
ー
リ
ー
ダ
ー
の
存
在
も
重
要
で
す
。

2
0
2
4
年
度
は
障
が
い
の
有
無
に
か

か
わ
ら
ず
、
す
べ
て
の
子
ど
も
が
一
緒
に

楽
し
め
る
環
境
づ
く
り
の
た
め
に
、都
立

公
園
の
遊
び
場
に
7
回
プ
レ
ー
リ
ー

ダ
ー
が
配
置
さ
れ
た
と
の
答
弁
が
あ
り
、

さ
ら
な
る
拡
充
を
求
め
ま
し
た
。

子
ど
も
の
声
を
活
か
し
た
公
園
づ

く
り

　

東
京
都
こ
ど
も
基
本
条
例
に
基
づ
き
、

子
ど
も
の
声
を
ま
ち
づ
く
り
に
反
映
さ
せ

る
取
り
組
み
が
始
ま
っ
て
お
り
、
子
ど
も

の
遊
び
場
で
あ
る
都
立
公
園
の
取
り
組
み

を
質
問
し
ま
し
た
。昨
年
度
は
子
ど
も
の

声
を
聞
き
、
落
ち
葉
プ
ー
ル
や
ク
ラ
フ
ト

づ
く
り
を
行
う
な

ど
、子
ど
も
の
提
案

に
よ
り
豊
か
な
遊

び
の
場
が
広
が
っ

て
い
ま
す
。今
後
も

子
ど
も
の
声
を
聞

く
取
り
組
み
と
、施

策
へ
の
反
映
を
す

す
め
て
い
き
ま
す
。

▲決算委員会環境局への質疑。10月24日
▼予算要望が実現！　都立海の森公園
で除草作業をするヤギ。10月20日


